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〔翻　訳〕

マルクスの，，筆跡‘‘の研究

r君の悪筆に再びお目にかかれて非常に嬉しかった一

Prof．Dr．Heinrich　Gemkow．

尼　　寺　　義　　弘　訳

は　じ　め　に

　この論説はDDR（ドイツ民主共和国）の”Das

Magazin“一1983年3年号一に掲載されたハインリッ

ヒ・ゲムコー教授のものである。周知のように教授は

ベルリンのマ〃クス・レーニン主義研究所の所長代理

をされ，MEGA（歴史的批判的なマルクス・エンゲ

ルス全集一略称メガ）刊行に努力を傾注されている。

原題はエソゲルスのマルクス宛への手紙のなかの一部

分，》Ich　warマerdammt　froh，Deine　Kratzige

Pfote　wieder　zu　sehn＜「君の悪筆に再びお目にか

かれて非常に嬉しかった」1）をそのまま用いている。

本訳文ではそれを副題とした。貴重な資料の提供をう

けまた原文にはない末尾の注を作成するうえでゲムコ

ー教授はじめ同研究所の多くの方々さらに日本の村囲

陽一先生にいろいろとお世話になったことをここに記

し謝意を表したく思㌔また訳出にあたり貴重な御意

見を頂載したHumbOldt大学のH．J．Petter，K．

Reimannそして東京のDDR目本大使館の公文等
氏に厚く御礼申し上げ孔この研究はlg83年4月より

一年間ベルリンとアムステルダムを中心に海外研修を

行った成果の一部であ孔慣れない外国での生活であ

ったが多くの親切な友人たちに助けられて研究中心の

有意義な生活をおくることができたこともつけ加えて

おきたい。

　このさわやかな真心の込もったしかも飾りけ

のない露骨な所感はフリードリヒ・エンゲルス

がカール・マルクスに宛てた1863年12月3日付

の手紙に見られる。第三者への手紙ではエンゲ

ルスはより礼儀深く表現している。彼はマルク

スの。悪筆’一それは’Dudenが，謎のよう

な，解読するのに困難な筆跡’と言い換え，ラ

イプチィヒで出版された同義語辞典では，なぐ・

り書き’と言い換えられている一について述

ぺているのである。

　いずれにしてもマルクスの筆跡はその学生時

代より彼の原稿や手紙の読者を事実非常に悩ま

せて来たし，悩ませている。というのもカール

　マルクスの分献上の遺摩は一切合財が，それ

が印刷されていない場合は，彼の生きていた時

にはまだ普及していなかった活字ではなく手書

きのまま我々に引き継がれたわげであるから，

それはきわめて今日的な問題なのである。科学

的共産主義の創始者の精神的遣産を科学的に厳

密に，きちょう面すぎるほど厳密に出版をしよ

うと努力している人々すぺてにとって焦眉の問

題である。

　こうした人々は今日おもにベルリンとモスク

ワに，小グループではイェーナとハレに、同様

にライプチィヒとミュールハウゼンに，時には

訪問という形をとるがアムステルダムや1］ンド

ン，トゥリィヤーやミラノ，パリや東京に居て

研究している。というのは原稿は，その範囲は

きわめて異なるが，メ毛や抜粋のある紙片，論

文や著作の一部そしてまた例によって手紙類と

いう形で，そこにさらに他のところにも存在す

るからである。そして我々は性急にざっと書い

た乱筆の筆跡一一それも訂正や下線をおびただ

マルクスの“筆跡”の研究--君の悪筆に再びお目にかかれて非常に嬉しかった--
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しくともなっていることがしばしばあり，それ

はめずらいしことではない　　にいたるところ

で出会う。このことは謹でもこうしたぺ一ジの

写真とかコピーからよく知ってい

ることである。

法則性にかんする天才的な，それゆえ初めての

見解を含んでい孔この金を試堀するためには

鴉と箭ではなくて，しっかりとした理論的なそ．

　とはいえ時にこみ入った原稿の

ぺ一ジは純金を，もちろん観念的

な意味においてであるが，すなわ

ち一患、想や推論や認識や，また自然

や、思惟やなかでも社会の発展の合

カール・マルクス1875年ロンドン 。共産党宣言“の保存されている唯一の原稿ぺ一ジ。上段二行は

ジェニーのもの，その他の本文はカール・マルクスの手になる。
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1860－67年の手紙から，カール・マルクスのドイツ字体の牽記体の筆跡学的分析

マルクスの“筆跡”の研究--君の悪筆に再びお目にかかれて非常に嬉しかった--
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’7・ノレクスり

して伝記1的な知識と鋭い目と良質の拡大鏡と豊

かな経験とがもちろん必要である。今日ベルリ

ンのローザ・ルクセンブルク・プラッツにある

カール・リープクネヒト・ハウスとモスクワの

ウィルヘルム・ピーク通り4番地にある建物の

仕事場に，つまりトイツ杜会主義統一党中央委

員会およびソ連共産堂中央委員会付属の各マル

クス・レーニン主義研究所のそれに，そしてそ

の他の場所にある仕事場に一べつを加えるなら

ば，これらの原稿から非常に多くの巻一これ

までに18巻を数え2〕，将来は100巻をこえる一

が，すなわち歴史的批判的なマルクス・エンゲ

ルス全集が，簡単にいってメガが生み出1されて

いる。

　だがなぜマルクスとエンゲルスの原稿の出版

が今なお問題となるのか。DDRで15年・まえか

ら出版されている40巻をこえる著作集や，いろ

いろな精選集や，幾百万人に普及しているマル

クス主義の創始者の個々の著作では充分ではな

いのか。然りであるとともに否である。それら

の著作は日常の政治的な・イデオロ’ギー上の仕

事に，さらに広い範囲にわたって科学的な研究

にも充分である。だが精神的巨人である二人の

巨大な理論的遺産を遺漏なく知りつくすために

はそれは充分ではない。というのもマルクスの

手になる幾千ぺ一ジもの原稿，断章，抜粋，注

釈が今なお印刷されることを待ちこがれている

からである。

　そしてマルクスとエンゲルスがずっと以前か
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らレーニンと同様に世界で最も多く翻訳された

著作者に数えられていることをもう少しよく考

えてみることが重要である。マルクス・レーニ

ン主義の学問上の攻勢と呼んでいることがそこ

に表わされている。それにしてもどの翻訳もそ

れがもとの言語ともとの原稿から一，媒介

語’からではなく一直接に仕上げられている

場合には良い質を得ている。20カ国語3〕を使用

し，母国語では著作のほぼ60％しか起草しなか

ったマルクスとエンゲルスのような著者の場合

には，メガが絶対的な完全さを追求することだ

けではなくて，どのテキストもマルクスとエン

ゲルスから受けついだままの言語と原稿で再現

することは決定的な価値がある。

　テキストの研究は筆跡の解読から始まる。こ一

ζでは何よりもまずそのことについて述ぺるこ　　’

とにしよう。

　この解読はすでに1920年代および30年代にそ

の頃のモスクワのマルクス・エンゲ～レス・レー

ニン研究所で多くは仕上げられていた4〕。当時

一レー三ンの指示でもあるが5）一ソヴィエ

トの同志たちは苦労してしかも大きな物質的な

犠牲をとも’なってマルクスとエンゲルスの原稿

を一オリジナルかコピーかで一多くの国々

からモスクワに運び集めた。これらの解読も一

つの文章ごとに，一つの単語ごとに厳密に再吟

味される。

　この解読は筆跡一すなわちあらゆる抹消と

つけ加え，欄外の目じるしと言己号，文章に線が’

a
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引かれて強調されていること，省略語と短縮語

をともなう一をごく細部にまで模写しなけれ

ばならない。最後のものはそれだけで論ずべき

多くのことがある。というのはマルクスとエン

ゲルスは一般に用いられる省略語と省略記号の

使用においてもまた独自にそれらをつくり出

すことにおいても真の名匠であったからであ

る。マルクスの筆跡方法を知っているものだ

けが，，，Uvrschtgkit“を”Unvorsichtigkeit“，

”Vhasse“を，，Verh身1tnisse“，また”Wibr“を

，，Weibef“と読むことができる。”D．VBd．Ar－

bitrksse　z．Cpit1sksse　entwck1t　sch　chaktst－

isch“は簡単に言えば，”Das　Verh直1tnis　de「

Arbeiterk1asse　zur　Kapita1istenklasse　ent－

wicke1t　sichcharakteristisch“ということで

あろう。この場合に省略語の解読はまず筆跡そ

れ自体の解読を前提する。

　これに関してメガの研究者は15年前より思

いがけない助力を得た。クルト・ミュラー同

志6〕，ファシズムに反対した戦士であり，長年

にわたってドイツ人民警察の刑事技術研究所の

筆跡部門の長であった彼はその道の老練家とし

てその専門知識を用だてた。苦労の多い細かな

仕事によって彼は，マルクスとエンゲルスの筆

跡を，ラテン字体やドイツ字体（ゴシック体）

を書いたり，使ったりするときの二人の癖を，

彼らの生涯における遍歴のなかで筆跡に生じた

変化を研究した一㌧数百にのぼる原稿から彼は

マルクスの年令ごとにひとつひとつの字母と数

字の代表的な書き方を濾過した。それから省略

記号と省略語の分析，さらにそれらの正確な言己

録へと進んだ。こうしてマルクスとエンゲルス

の原稿の解読のための，メガの発行者によって

愛情を込めて。ミュラー入門書’と呼ばれてい

る，ハンドブックが段々とできあがった。これ

はもとの犯罪研究者にして，’今日80才のマルク

ス・エンゲルスの筆跡専門家に対するひそかな

敬意なのである。

　，ミュラー入門書’は不可欠の参考書ではあ

るが，にもかかわらず解読それ自体は解読者に

最高度の要求をつきつける。しばしば原稿はコ

ピーのそのまたコピーであり，それも時おり不

完全な写真技術で50年もさらにそれ以上も前に

撮影されたものもある。インクが色あせ，字母

の上向きおよび下向きの線が全く消え，紙が黄

ばみ，よごれ，傷つけられていることもまれで

はない。マルクスにとって絶対必要であった葉

巻きの燃えカスやインクのしみがどれほどしば

しば一つの単語を消し去ってしまったことか。

何十年ものあいだの紙の折り目がどれほどたや

すく一つの行を読めなくしたことか。マルクス

によって線を引いて消された単語や文章を再現

することがどれほど困難をきわめることである

ことか。だがこれらすべてのことは叙述のさい

のマルクスの思考の行程や最も精確で同時に文

芸上の最善の表現を求める彼の理論上の格闘を

知るために，そしてメガでそれを忠実に再現さ

せるために必要なことである。

　メガの巻の造本にさいして，すべての作業行

程と同じように，原則的になおもう丁度検査さ

れるこの解読の過程は筆跡のコピーをもとに行

われる。貴重なオリジナル原稿を数週間も数カ

月もテキストの仕上げのために利用することは

無責任なことであろう。それはモスクワとベル

リンの党中央文庫の金庫あるいはその他の記録

保管所に可能なかぎり最適の温度，湿度，気圧

の条件のもとで保管されている。しかしメガの

巻の原稿が最終的に完成原稿であることが言わ

れるまえに，原則として再度オリジナル原稿と

の筆跡比較が行われる。そのことは絶対的なテ

キストの確実さのために不可欠のことであ糺

なぜか。

　マルクスはしばしば色刷りの原稿用紙やまた・

色のあるインクあるいは」鉛筆を用いた。コピー

はしかしながら黒と白の文書である。下線を引

いたり，印をつけた所が，鉛筆か，インクか，

赤鉛筆であるのか，それはオリジナル原稿がは

じめて確かな情報を提供する。そのことを確定

することはけっして屈理窟をこねることではな

くて，印をつけたり，下線を引いたりあるいは

線を引いて抹消している部分が，テキストの書

1きおろしの時点よりも遅く行われたかどうかと

マルクスの“筆跡”の研究--君の悪筆に再びお目にかかれて非常に嬉しかった--
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マルクスのテキストの省略語

いうことを専門家に対して認識させることがで

きるということなのである。マルクスはしばし

ば非常に鋭い鋼鉄ばねをも用いており，その細

い髪の毛のような線を良質のコピーであっても

ほとんど正確には再現していない8j。

　オリジナル原稿との比較は他の理由からも不

可欠である。筆跡として提出されているすべて

の資料から一種の人相書きが仕上げられるとつ

ぎに当該の巻に印刷される。このいわゆる証人

の描写はマルクスによって使用された筆記用紙

の大きさ，種類，色，すかしを，筆記用具の種

類と色を，資料の引き渡し状態すなわち場合に

よってある損傷，よごれ，テキストの紛失を，

そしてもちろんオリジナル原稿の保管場所を知

らせる。

　たぷんそうした細かなことと外面的なことに

驚いて首を左右にふる人もいるであろう。けれ

どもこの説明はオリジナル原稿を手にする機会

のない何千人もの世界中のメガの利用者にとっ

て興味があるだけではない。それは研究にとっ

マルクスの“筆跡”の研究--君の悪筆に再びお目にかかれて非常に嬉しかった--
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て特に重要な価値をもっている。

　例牽あげよう。マルクスとエンゲルスの多く

の手紙に日付けはない。しばしば手紙め内容か

ら書かれたおよその時点を推論できる。だが時

おりそれが不可能なこともある。その場合には

筆跡の分析とならんで使用された紙の種類，筆

記具，筆言己材料がその時期の確定のために重要

な役割を演じる。よく知られているように19世

紀には完成した便せんと封筒やあるいは仮とじ

されたメモ用紙を買うことができなかった。筆

記用紙は一大口の需要が前提されている場合

一特定の商人から重さによって買いとった。

この用紙はすかしに商人あるいは製紙工場の印

をしばしばつけていた。インクにも多くの種類

一黒，青，緑，紫，赤があった。インクが混

ぜられることも’まれではなかった。

　マルクスとエンゲルスは他の人々と同じよう

にしばしば　　残念ながらずっとそうではない

が一かなり長期にわたって同じ種類の紙，同

じ筆記材料を使用した。これらの情況証拠はし

ばしば目付けのない手紙や原稿やぺ一ジづけの

ない一葉の紙片の執筆時期を少くともそれに一

層近づ’けて確定する根本的な宇助けとなってい

る。科学的共産主義の創始者の思想や認識の発

展を追思考しうるためにはこの種の日付けの確

定が重要であることは自明である。

　上言己の事柄はメガの巻の成立過程で同じよう

に大きな役割を果たしているもう一つの作業に

すでにかかわっている。それは著者はだれかを

調査することである。マルクス・エンゲルス全

集に収録されているすべてのテキストに対し，

当該の論文や手紙が一点の疑いもなくマルクス

か干ンゲルスの執筆したものであるという論破

できない証明がもう一度される。すでに何度も

印刷され普及しているテキストに対してもこの

原則はあてはまる。それは当然のことである。

なぜならばメガの編者はこれまでに知られてい

なかった世界中のマルクスとエンゲルスの筆に

なる論文，手紙，覚え書きを実に徹底的に捜し

求めていて，新たにテキストを発見した時の喜

びはそれがどのようなものであっても絶大なも

のであるし，また非常にまれなことではあるが

正反対め発見もあるカ・らである。長年にわたる

研究と比較により何十年問も若きマルクスの執

筆とされ時期も適当であるかのように聞こえる

題のついた論文”シュトラウスとフォイエルバ

ッハとの審判者としてのルタ」はやはりドイ

ツの哲学者ルドヴィヒ・フォイエルバーツハ自身

のものであることが証明され今目に至ってい

る9〕。さらにイェーナのマルクス・エンゲル

スの研究者たちm　は1874年にライプチィヒの

”Volksstaat“（人民国家）誌上で発表された論

文”参謀部の無口なほら吹きモルトケと彼の最

近のライプツィヒの文通相手’はエンゲルスが

著者ではなくて，闘争のなかでの彼ρ同志の1

人が著者であることを明らかにできた11〕。

　他方でプロレタリア的な革命的な著者たちの

膨大な数の新聞記事やさらにパン・フレットに対

して行われた国際物な調査は，これらの出版物

のいくつかは共著と言ってもよいほどマルクス

かあるいはエンゲルスが著者たちを下書きのさ

いに強く援助していたことを証明することがで

きた12〕。さらに労働者階級の科学的世界観の創

始者たちは個人的な名誉より階級の利害をつね

に優先していたということの新たな証拠があ

る。

　もちろんメガの仕事場へのこの一べつは苦干

の作業工程を明らかにしたにすぎない。解読と

証拠の記述と著者であることの調査を含むテキ

ストの作成は非常に重要であるが，マルクスと

エンゲルスの個々の著作に関する正確な文献と

それの影響の歴史，広範な訴究資料，各巻の内

容を徹底して注解する序説も各巻の質にとって

それにおとらず決定的である。

　終りにSED　（ドイッ杜会主義統一党）　と

KPdSU（ソヴィエト共産党）　の委任により，

同時にすべての進歩的な人間の名において．メガ

のこの体事場で何らかの課題を担ってつねに働

いている人々の言葉を掲げよう。たいていの場

合に1巻を仕上げるのに数多くの優れた学者た

ちは5年間をこの仕事に費す。このことからメ

ガの仕事は∵生の仕事，天職であると言うこと・

マルクスの“筆跡”の研究--君の悪筆に再びお目にかかれて非常に嬉しかった--
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ができる。多くの編集者にとってこの職業はす

でに彼らの使命となっている。とはいえこの仕

事はマルクス・エソゲルスと彼らのきわめて今

日的な精神的な遺産に対してだげでなく同時に

国際的な労働者階級と世界文化に対しても当然

の義務なのである。

　追伸

　46才の，感情のうえではどちらカ・といえばい

くぷん控え目なレーニンは次のように書いてい

る。。私はあいかわらずマルクス・エンゲルス

に，ぼれ込ん‘でいる。彼らに対するどのよう

な中傷もけっして甘んじて受け入れるわけには

いかない。いや，彼らはほんとうの人問なの

だ。我々は彼らから学ばねばならない’。13〕

　　　　　　　　　　注

1）Marx／Enge工s　Werke，Bd．30，Dietz　Veriag

　Bedin1964，S．377．邦訳『マルクス＝エンゲル

　ス全集」第30巻，大月書店，ユ972年，30ユページ。

2）今日では30巻を数える。

3）マルクスとエンゲルスが使用した言語はつぎの

　とおりである。Deutsch，Englisch，FfanzOsisch，

　Spanisch，Portugiesisch，Italienish，F屹misch，

　Latein，Gfiechisch，Hebr査isch，Danisch，Sch－

　wedisch，Norwegisch，Russisch，Pohisch，Ts－

　chechisch，Ru㎜釦isc1〕，Serbokroatish，Ke1tiscb

　＿Irisch，Pefsisch，Bulgafisch，Gotisch．

4）Pau1Wener，Franz　Schiller，Ni早a　Iljin三ts－

　chna　Nepomnjaschtschajaに代表される人々の

　働きによる。とくにNinaI．N．は44年間にわた

　って解読に従事した。

5）W．I．Leoin　an　D．B．Rjasanow，2．2．1921．

　In：W．I．L㎝ins　Briefe，Band㎜：1920－21，S．

　65．

　邦訳『レーニン全集』第45巻，大月書店，1983年，

　49－50ぺ一ジ。

6）Kurt　M杣1erは1902年生まれで生粋の労働者
　出身である。最初は錠前エセ反ナチの闘士，第二

　次大戦後はドイツ人民警察の筆跡鑑定部門の指導

　者となる。彼の輿味深い生涯については次号で発

　表する予定である。

7）たとえばマルクスの筆跡がドイツ宇体からラテ

　ン字体へだん々と移行していくのは1850年代末か

　らである。クルト・ミュラーによれば，それはマ

　ルクスが多くの外国文献を本格的に研究しはじめ

　てからであろうといわれる。1873年以降マルクス

睾＝蜘　　ω帆ヲ■ 125

　はもっぱらラテン字体を用いている。

8）　Die　Hefausgeber　und　Hersteller　der　MEGA：

　K．Marx／F．Enge1s．，Margina1ien　Pf0best廿cke“

　Text　und　Apparat．Dietz　Ver1ag　Berlin1983，

　S．9－50．

9）MEGA　I／1．S．68－69，S．966－967．およびSass，

　Hans－Martin：Feuefbach　statt　Marx．．Zuf

　Verfasserschaft　des　Aufsatzes，，Luther　ais

　Schiedsrichter．．．“．　In：　Internat．　Rev．　Soc．

　Histor．Amsterdam，ユ2（1967），H．1，S108－11♀．

　Taubert，I㎎e／Schuffenhauer．Wemef：Marx

　oder　Feuerbach？　Zur　Verfasserschaft　von

　，，Luther．．．“。　In：Beitfage　zuf　Marx－Engels－

　Forschung　Dem　Wirken　Auguste　Comus
　gewidmet，Jg．1973，Nr，20，Berlin1975，S．32

　－941

ユ0）「イェーナのマルクス・エンゲルスの研究者た

　ち」というのは，ベルリンのWa1dtraut　Opitz

　のことである。1984年2月イェーナのFriedrich

　Schiller大のマルクス・エンゲルス研究者Her－

　bert　Schwab教授にたずねた結果である。ゲム

　コー教授も1984年4月3日付の私あてへの返事で

　このことを確認している。

u）M－E－W，Bd．19，S．509－511．邦訳『マル・エ

　ン全集』第19巻，501－503ぺ一ジ。との論文に関し

　てはつぎの文献を参照せよ。Wa1dtfaut　Opitz，，

　Ludwig　Sigismund　Borkheim＿Autor　des　Afti－

　ke五s，Der　schweigende　Stabsschreier　Mohke

　und　sein　jungster　Leipziger　Korrespondent，“。

　ユn＝Beitr自ge　zur　Marx－Engels－Forschung13，

　Ber1in1982，S．37－40。

　　同様にエンゲルスの著とされていた”七berdie

　Konzentfation　des　Kapitals　in　den　Vereinigten

　Staaten“．In：M－E－W，Bd．ユ9，S．306－308・も

　彼のものでないことが明らかにされてい乱Vg1・

　Herbert　Schwab，．Zur　Autorschaft　der　Notiz

　，むber　die　Konzentratiop　des　Kapita1s　in

　den　Vereinigten・Staaten’‘．In：Beitf直ge2ur

　Mar卜E㎎els－Forschu㎎7，Ber1in1980，S．

　47－51．

12）マルクスあるいはエンゲルスが下書きのさいに

　強く援助した著者たちとその文献はつぎのとおり

　であ乱これは私の質問に対するゲムコー教授の

　1985年9月4日付の返書の一部である。

　a）ん∫ゐ刎λ伽冗g㎜GんB棚I／1O：
　　　∫o肋榊G召oγg　Ecωγ加s：Die　Schneidefei　in

　　　London　oder　der　Kampf　des　groBen　und

　　　des　K1e1nen　Kap1ta1s

　　　＿　ErstverOffent1ichung　in：Neue　Rheini－

　　　　sche　Zeitung－Po1itisch一δkgnomische　Re一
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　　　　　　vue．H．5／6．Mai－Oktoberユ850．

　　　＿　Vonst独diger　Nachdfuck　in　dem　von

　　　　　　Wi1helm　Liebknecht　in　Leipzig　her－

　　　　　　ausgegebenen，，Demokratischen　Wo－

　　　　　　chenbヱatt“　（Beilagen　der　Zeitungen

　　　　　　vom9．，16．，23．und30．Januarユ869，

　　　　　　13．Februar1869－Nr．2－5und7．）

　　　一　Als　Einze1druck1876i口der　Leipziger

　　　　　　Genossenschafts＿Buchdruckerei　unter

　　　　　　dem　Tite1”Der　Kampf　des　groBen

　　　　　　u皿d　des　k1einen　Kapitals　oder　Die

　　　　　　Schneiderei　in　London“erschienen．

　　　　　　（Alle　Angaben　aus　MEGA－Band　I／

　　　　　　10，S．593－604，S．ユ115－1116．）

　　　F廿r　Eccarius　gibt　es　weitere　Beispiele，

　　　siehe　z．B．MEGA－Band　I／ユ2，S．629－63ユ；

　　　S・1163als　Erk1邑rung　dazu．

b）　∫o㎞〃〃o∫’：Kapital　und　Arbeit．Ein

　　　popu1自rer　Auszug　aus，，Das　Kapita1“von

　　　Kar1Marx［Chemnitz1873コ．

　　　Eine　Ube1＝arbeitung　der　Mostschen　Sch－

　　　rift　erfolgte　durch　Marx　im　A㎎ust1875

　　　（auf　Anregung　Liebknechts　und　Bitte

　　　Mosts）．Von　Marx　neu　geschrieben　u．a．

　　　Abschnitte廿bef，，Wafe　md　Geld“，，、Def

　　　AfbeitsIohn“，むberarbeitmg　in　tefmino－

　　　1ogischer　und　parteilicher　Hinsicht，wis－

　　　senschaftliche　Argumentation　usw．Resul

　　　tat：

　　　∫o乃伽〃〃03ゲKapital　und　Afbeit．2．ver1〕．

　　　　　　Auf1age，Chemnitz［ユ876コ

　　　　　　（Ane　Angaben　uber　die　Bedeutung　der

　　　　　　Schfift，Marx’Antei1，Daten　u．a．siehe

　　　　　　Hames　Skambraks：，，Das　Kapit21“　von

　　　　　　Marx－Waffe　im　K1assenkampf，Dietz，Ber一．

　　　　　　lin1977，S．194－200und　die　entsprechen－

　　　　　　den　FuBnoten）．

　　　　　　（Wifd　efscheinen　im　MEGA－Band　II／8。）

　　　c）ルs∂舳λ励伽g〃EG企8伽〃／24’

　　　　　　ル｛θ〃たゐ〃B焔“　”Hbnest“John　Ha1es

　　　　　　エn：The　Intemational　Herald．Nr．41，l1．

　　　　　　Januaf1873．（MEGA　I／24，S．443－445，S．

　　　　　　1181－82）

　　　　　　Sα舳刎ε1η’σ尾〃ツj　To　the　Editor　of　The

　　　　　　Eastefn　Post．In：The　Eastem　Post．Nr．

　　　　　　230，22．Febmar1873．（MEGA　I／24，S．

　　　　　　448－450，S．1196）

13）W．I．Lenin　an　J．F．Amand，30．1．ユ917．

　　　In：Lenins　Briefe，Band　W：1914－1917，S．376．

　　　邦訳rレーニン全集」第35巻，」大月書店，1983年，

　　　298ぺ一ジ。

　追白

　本文にある「ドイツ字体」および「ラテン字体」は

それぞれ「カメの甲文字体」および「ローマ字体」と

考えられる。なお注4），6）についてはつぎの興味深

い文献を参照されたい。

　H．Stem／D．Wolf：Das　groBe　Erbe，Dietz

Verlag　Berlin1972、池田光義氏訳『偉犬な遺産」

犬月書店，ユ983年。（訳者）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和61年2月21日受理）
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